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図 1:過去30年間の房総半島沖の地震活動．図2Bの破線で囲った領域に発生した地震のマグニチュードを示す．

同定された SSE発生時期を矢印で示す
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図 2:(A) 2011年東北地方太平洋沖地痕本痕時（灰色実線コンター）（国士地理院， 2011a)および余効すべり（破

線コンター， 2011年 10月 31日まで）（国土地理院， 2011b)のすべり分布（単位 m)、1987年千菓県東方沖

地震の震源メカニズム (Okadaand Kasahara, 1990)、太平洋プレート上面の等深度線（黒点線） (Nakajima 

and Hasegawa, 2006). (B)房総半島SSEに伴う群発地震の震央分布.Aの太線矩形の領域を表示している

破線四角の領域の地震活動を図1に示 した太線矩形は 2011年 SSEの断層モデル．
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図 6:房総半島SSEすべ り域周辺の △CFS. 4つの丸の位置での応力値の平均値を議論する.(A) 2011年東北地

方太平洋沖地衷の本康および余効すべりによる変化； (B) 1987年千葉県東方沖地展による変化．グレーの

四角がこの地康の震源断層 (Okadaand Kasahara, 1990). 
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図 7:SSEサイ クルにおける応力変化の概念図 一定の臨界応カ CJcritおよび一定の応力増加速度をもち、一度

のイベントで CJcritを全て解放するとする（応力降下量 △CJ = C!crit) • このとき、イベント間で正の（もし

くは負の）応力変化△CFSが生じた場合、次のイベントは繰り 返し間隔 Taveより△Tだけ早く （も しく

は遅れて） 発生するまた△CFS/△ CJ= —• T/Taveの関係が成り 立つ．すなわち、応力降下量に対する応

力変化の割合は、繰り返し間隔に対する発生時刻の差に等 しい．
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